
令和7年度から東大GNRCと区が連携して行う施策について

令和6年度第2回文京区在宅医療検討部会ワーキンググループにおける議論において、高齢者等の孤独・孤立が顕在化している状
況が見受けられることが課題となり、今後一層、専門職や地域支援者（住民、NPO等）が連携して人と人とのつながりをつくりながら

孤独・孤立を防止する取組が求められることから、以下のとおり令和7年度から東大GNRCと区が連携して行う施策を推進する。
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つながりへの「架け橋」

保健、医療、福祉、その他の専門職(アウトリーチ）

・かかりつけ医、歯科、看護師、薬剤師【医療】
・高齢者あんしん相談センター【高齢・介護】
・ケアマネジャー、ヘルパー【介護】
・生活支援Co、地域福祉Co【福祉】
・生活あんしん拠点【障害】
・保健所【保健】

・東大GNRC

区民、民間事業者など

・民生・児童委員
・地域支援者【NPO等】
・町会、自治会
・シルバー人材センター
・高齢者クラブ
・認知症サポーター
・フレイルサポーター
・介護予防ボランティア

人と人とのつながりの創出

多機能な居場所

・つどい～の ８箇所

介護予防事業

・一般介護予防事業
（体操教室など）
・短期集中予防サービス

住民主体の通いの場

・かよい～の 32箇所

相乗効果

・孤独・孤立の
予防
・地域活動の
活性化

孤独・孤立を防止する観点から、保健・医療・介護・福祉等の分野横断的な連携促進とともに人と人とのつながりを拡げていく

認知症関係の取組

・チームオレンジ
・認知症カフェ 等

高齢者クラブ

・輪投げ大会
・健康体操教室 等

フレイル予防

・フレイルサポーター養成
・フレイルチェック 等

地域団体

ふれあいいきいきサロン

・体操、エアロビクス、
囲碁 等

・おつゆの会
・子ども食堂
・おとな食堂

生活あんしん拠点

・サロン活動

区民に、ケアに関
する知識と技術を
学ぶ機会を提供

「架け橋」の
育成促進

その他地域の居場所
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